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本書の使いかた
本書を正しくご活用いただくための表記上の約束ごとを説明します。

表記上の約束
注意マーク..................  に続く説明文は、製品の取り扱いにあたって特に注意すべき事

項です。この注意事項に従わなかった場合、身体や製品に損傷を与え
る恐れがあります。

次の動作マーク..........  に続くページは、次にどこのページへ進めばよいかを記してい
ます。

文中の用語表記
・Windows 搭載パソコンの場合、本書では、次のようなドライブ構成を想定して説明しています。
 C: ハードディスク
 D:CD-ROM ドライブ

・文中［  ］で囲んだ名称は、ダイアログボックスの名称や操作の際に選択するメニュー、ボタン、
チェックボックスなどの名称を表しています。

・本書に記載されているハードディスク容量は、1GB ＝ 10003byte で計算しています。OS やア
プリケーションでは、1GB ＝ 10243byte で計算されているため、表示される容量が異なります。

■ 本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変などを
行うことは禁じられております。

■ BUFFALO は、株式会社メルコホールディングスの商標です。また、本書に記載されている他社
製品名は、一般に各社の商標または登録商標です。本書では、、、 などのマークは記載して
いません。

■ 本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場
合があり、現に購入された製品とは一部異なることがあります。

■ 本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがあ
りましたら、お買い求めになった販売店または弊社サポートセンターまでご連絡ください。

■ 本製品は一般的なオフィスや家庭の OA 機器としてお使いください。万一、一般 OA 機器以外として使用さ
れたことにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。
・医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途に

は使用しないでください。
・一般 OA 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するとき

は、ご使用になるシステムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。
■ 本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しない

でください。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っておりません。
■ 本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するもの

については、日本国外への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必要です。
■ 本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、注意事項とし

て記載された取扱方法に違反する使用はお止めください。
■ 弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失・破損

した場合については、保証しておりません。本製品がハードディスク等の記憶装置の場合または記
憶装置に接続して使用するものである場合は、本書に記載された注意事項を遵守してください。ま
た、必要なデータはバックアップを作成してください。お客様が、本書の注意事項に違反し、また
はバックアップの作成を怠ったために、データを消失・破棄に伴う損害が発生した場合であっても、
弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

■ 本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過
失があった場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。

■ 本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または
同等品に交換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の責に任じません。
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各部の名称

はじめに
本製品を使用する前に知っておいていただきたいことを説明しています。1

●.背面●.前面

パワーランプ ( 緑 )

アクセスランプ ( 緑 )
アクセス時にどちらかのラ
ンプが点滅します。

電源スイッチ

AUTO電源機能
切換スイッチ

USB コネクター
( シリーズ B)

セキ�リティースロット

ACコネクター
※添付電源ケーブ�を
接続してください。
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電源のON/OFF
本製品の電源は、｢PC 連動 AUTO 電源機能 ｣ によってパソコン本体の電源 ON/OFF に合わせて自
動で ON/OFF することも、手動で ON/OFF することもできます。
出荷時は、PC 連動 AUTO 電源機能が有効になっています。

. ｢PC 連動 AUTO電源機能 ｣使用時の注意
・「AUTO」でお使いの場合、お使いの環境によっては正常に認識しないことやパソコン
の電源に連動しないとがあります。この場合は「�ANUA�」にしてお使い���い。「�ANUA�」にしてお使い���い。�ANUA�」にしてお使い���い。」にしてお使い���い。にしてお使い���い。

・.AUTO電源機能切替スイッチを切り替えるときは、本製品の電源をOFFにして���い。
電源がONのまま切り替えると、PC連動 AUTO電源機能が正常に切り替��ないこと連動 AUTO電源機能が正常に切り替��ないことAUTO電源機能が正常に切り替��ないこと
があります。

・パソコンの電源スイッチをOFF にしてか�本製品の電源ランプが消えるまでに少し時
間がかかることがあります。

・AC ア�プ�ー付きの USB ハ�に本製品を接続した場合、パソコンの電源スイッチをア�プ�ー付きの USB ハ�に本製品を接続した場合、パソコンの電源スイッチを付きの USB ハ�に本製品を接続した場合、パソコンの電源スイッチを
OFF にしても本製品の電源ランプが消えないことがあります。本製品の電源スイッチ
をOFF にするか、USBハ�か�本製品を取り外して���い。
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2 セットアップ
本製品のセットアップ手順を説明しています。

セットアップ
別紙「はじめにお読みください」に記載の手順でセットアップしてください。。

セットアップ時の注意
. 本製品を複数の領域に分けてご使用になる場合は、ご使用の前にフォーマットしてください。

. .【P10「フォーマット」】

●.Windows.2000 を使用している場合、セットアップ中に［新しいハードウェアの検出ウィ�ード］
が表示されることがあります。この場合は、ウィ�ード画面の［完了］をクリックしてください。

「このデバイス用のソフトウェアはインストールされましたが、正しく動作しない可能性があ
ります。」と表示されますが、本製品は正常に動作します。

●本製品のドライバーがインストー�されると、［デバイスマネー�ャ］（※）に次のデバイスがーがインストー�されると、［デバイスマネー�ャ］（※）に次のデバイスががインストー�されると、［デバイス.マネー�ャ］（※）に次のデバイスが
追加されます。
※［デバイス.マネー�ャ］は次の方法で表示できます。
Windows.Vista................................［スタート］をクリック→［コンピ�ータ］を右クリック→［��］をクリッ［��］をクリッ

ク→「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されたら［続行］
をクリック→［デバイスマネー�ャ］をクリック

Windows.XP/Server.2003.............［スタート］をクリック→［マイ.コンピ�ータ］を右クリック→
［��］をクリック→［デバイス.マネー�ャ］をクリック

Windows.2000................................［マイ.コンピ�ータ］を右クリック→［��］をクリック→［デバイス.
マネー�ャ］をクリック

使用OS 追加場所 追加デバイス名

Windows.Vista
��バーサ�.シリア�.
バス.コントローラ USB 大容量記憶装置

ディスクドライブ ��ットドライブ名

Windows..XP/
2000/Server.2003

USB(Universal.Serial.Bus)
コントローラ USB 大容量記憶装置デバイス

ディスクドライブ ��ットドライブ名　�USB.Device

●.本製品は、出荷時に FAT32 形式（1パーティション）で論�フォーマットされていますの
で、4GB以�のフ�イ�を��できま��。Windows の場合は�TFS 形式、Mac OS の場合は以�のフ�イ�を��できま��。Windows の場合は�TFS 形式、Mac.OS の場合は
Mac.OS 拡張形式でフォーマットすると、4GB以�のフ�イ�も��できるようになります。。

●.本製品を複数の領域に分けてご使用になる場合は、ご使用の前にフォーマットしてください。
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使いかた

使用上の注意
.・本製品に仮想メ�リーを�り�てないで���い。本製品を取り外した�に、ハードメ�リーを�り�てないで���い。本製品を取り外した�に、ハードを�り�てないで���い。本製品を取り外した�に、ハード
ディスク内のデー�が破壊�れるおそれがあります。

. ・本製品にアクセスしているときは、��にUSB�ー�ルや電源�ー�ルを�いたり、にアクセスしているときは、��にUSB�ー�ルや電源�ー�ルを�いたり、アクセスしているときは、��にUSB�ー�ルや電源�ー�ルを�いたり、
パソコンの電源スイッチをOFF にしたりしないで���い。デー�が破損するおそれ
があります。

. ・パソコン本体の省電力�ード（ス�ンバイ、休止状態、スリープなど）は無効にして
���い。デー�が破損したり、省電力�ードか�復帰できないことがあります。

●.PC 連動 AUTO電源機能について
・PC 連動 AUTO 電源機能を使用すると、パソコンの電源に連動して本製品の電源が ON になパソコンの電源に連動して本製品の電源が ON にな電源が ON にな

ります。【P4】
・本製品は必ず電源ケーブルを接続して使用してください。USB からの電源供給だけでは、本

製品を使用できません。
・パソコンの電源スイッチを OFF にしてから本製品のパワーランプが消えるまでに、少し時間

がかかることがあります。
・AC アダプター�きの USB ハブに本製品を接続した場合、パソコンの電源スイッチを OFF にアダプター�きの USB ハブに本製品を接続した場合、パソコンの電源スイッチを OFF に�きの USB ハブに本製品を接続した場合、パソコンの電源スイッチを OFF に

しても本製品のパワーランプが消えないことがあります。そのときは、本製品の電源を OFFが消えないことがあります。そのときは、本製品の電源を OFF消えないことがあります。そのときは、本製品の電源を OFFないことがあります。そのときは、本製品の電源を OFF。そのときは、本製品の電源を OFFそのときは、本製品の電源を OFF本製品の電源を OFF
にするか、USB ハブから本製品を取り外してください。

●.Mac.OS.X.10.3 をご使用の方は、本製品を使用する前に必�フォーマット（��化）してくだ10.3 をご使用の方は、本製品を使用する前に必�フォーマット（��化）してくだをご使用の方は、本製品を使用する前に必�フォーマット（��化）してくだ
さい。【P15】

●.本製品はホットプラグに対応しています。
本製品やパソコンの電源スイッチが ON のときでも USB ケーブルを抜き差しできます。ただし、
必ず定められた手順に従って取り外してください。【P9「本製品の取り外しかた」】

. 本製品にアクセスしているとき（アクセスランプが点灯 /点滅しているとき）は、��に
USB�ー�ルを�かないで���い。本製品に記録�れたデー�が破損する恐れがあります。

●.複数の USB 機器と併用したいときは、弊社製USB ハブ（別売）などを使用してください。

●.パソコン本体と周辺機器のマ��ア�も必�参照してください。

●.本製品からOSを起動することはできま��。

●本製品は、�置きで使用できま��。必��置きで使用してください。本製品は、�置きで使用できま��。必��置きで使用してください。。必��置きで使用してください。必��置きで使用してください。
. 動作中に本製品を移動�せたり、設置方向を変えないで���い。本製品の破損の原
因となります。

●.本製品に物を立てかけないでください。.
転倒して故障する恐れがあります。
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●	Windows	Vista/XP 搭載のパソコンで使用する場合	
本製品を USB1.1 準拠の USB ������������� �� USB ������������������������ �� USB ������������������� �� USB �����������
USB ハブ���されて�ま�。（以下略）｣ �表示されま�。そのまま使用��場合��[ × ]
を�リッ�してくださ�。

●	FAT32 形式のハードディスクに保存できる 1ファイ�の最大容量は 4GBです。	
本製品� FAT32 形式�フォ�マットされて��ため�1 ファ�ルの最大容量� 4GB ��りま�。
Windows Vista/XP/2000/Server 2003 や Mac OS をお使�の場合���NTFS 形式や Mac OS 拡
張フォ�マット形式�本製品をフォ�マット（初期化）�れば 1 ファ�ル� 4GB 以上のファ
�ル�も保存�き�よう��りま�。

●	Macintosh でリカバリーする�きは��������������。ーする�きは��������������。する�きは��������������。
取り外さ���リカ�リ��き������りま�。��き������りま�。�き������りま�。

●	���の動作時 ､特に起動時や�クセス時などに音がするこ�があ�ますが ､異常ではあ�ま
せん ｡

●	���の�容量が 2TB ���る場合���時��で 1��が 2TB ���な���に��が���の�容量が 2TB ���る場合���時��で 1��が 2TB ���な���に��が
区切っ�あ�ます（例：���が 3TB の場合�2TB�1TB に区切っ�あ�ます）。これは�
Windows	XP/2000 で 2TB���る��が認識できな�ためです。Windows	Vista/Server	2003
�お使�の場合�Drive	Navigator や容量モード変更ツー�で最大容量モードにする����
�の�容量� 1��で使用できます。Mac	OS �お使�の場合は�最大容量モードに変更でき
ません。そのままお使��た��か�Windows パソコンで最大容量モードに��お使���
��。

●	Windows	XP/2000 �お使�の場合�2TB ���る容量の��に�����ません。�お使�の場合�2TB ���る容量の��に�����ません。
本製品� 2TB を超え�場合��Drive Navigator や容量モ�ド変更ツ�ル�互換モ�ド�し
てお使�くださ�。2TB を超え��よう�領域�分割されま�（例：本製品� 3TB の場合�
2TB�1TB �分割されま�）。

���の発熱につ��

本製品�筐体を利用して内部からの熱を放熱しておりま�。筐体表面�熱く�りま���
異常���りません。また�PC 連動 AUTO 電源機能を使用して����電源� OFF の状態
�も�待機電流のため少し温かく�りま�。熱��も��故障の原因��りま�の��次
の事項�行わ���くださ�。

・������きで使用�た�������使用�な�で����。��きで使用�た�������使用�な�で����。�����使用�な�で����。�な�で����。����。
・���の上や周�に放熱�妨げる��な物��かな�で����。
・���に布など�かぶせな�で����。
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TurboUSB について（Windows Vista/XP/2000 のみ）について（Windows.Vista/XP/2000 のみ）
TurboUSB とは、本製品の転���を高�化する機能です。本製品の転���を高�化したい場合とは、本製品の転���を高�化する機能です。本製品の転���を高�化したい場合転���を高�化する機能です。本製品の転���を高�化したい場合機能です。本製品の転���を高�化したい場合。本製品の転���を高�化したい場合本製品の転���を高�化したい場合
にインストールしてください。

注意
●.対応 OSは、Windows Vista/XP/2000 です。対応OSは、Windows.Vista/XP/2000 です。

●.USB2.0 接続の�対応です。USB1.1 には対応しておりま��。USB2.0 接続の�対応です。USB1.1 には対応しておりま��。

●.本製品に��されているTurboUSBは、本製品�用です。�の製品は、有効になりま��。また、に��されているTurboUSBは、本製品�用です。�の製品は、有効になりま��。また、
�の製品に付属の TurboUSB で本製品の転送速度を高速化することはできま��。

有効化
以下の手順で有効化してください。

1 本製品に保存�れている「DriveNavi.exe」を��ルクリックします。
Windows Vista をお使いの場合、「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示される
ことがあります。その場合は、［続行］をクリックしてください。

2 ［オプション］をクリックします。

3 [TurboUSB を有効化します ] をクリックします。

以降は、画面の指示に従って有効化してください。

設定方法
[ スタート ]-[（すべての）プログラム ]-[BUFFALO]-[TurboUSB]-[TurboUSB for HD-WSU2] を実行
すると、有効 / 無効を切り替えられます。

※.実行できない場合は、「有効化」手順で有効化した後、設定を行ってください。

設定の確認方法
TurboUSB が有効の場合、本製品を取り外すときに表示されるメニューに「TurboUSB」という文
字が表示されます（P9 参照）。

TurboUSB が不要となった�
TurboUSB 機能が不要になった場合は、[ スタート ]-[（すべての）プログラム ]-[BUFFALO]-
[TurboUSB]-[ アンインストーラ ] でアンインストールできます。

※本製品の TurboUSB をアンインストー�すると、本製品以外の製品の TurboUSB 機能もアンイ
ンストー�されます。本製品の TurboUSB 機能を停止さ�たい場合は、アンインストー��
�無効に設定することをお勧めします。



3
使
い
か
た

HD-WSU2 シリーズ　��ー�ーズマ��ア��ー�ーズマ��ア� �

本製品の取り外しかた
パソコンの電源スイッチが ON のときは、次の手順で本製品を取り外します。

. パソコンの電源スイッチがOFF の時は、そのまま取り外�ます。

Windows.Vista/XP/2000/Server.2003
省電力ユーティリティー �or HD をインストール�れた場合は、省電力ユーティリティーのユーティリティー �or HD をインストール�れた場合は、省電力ユーティリティーの.�or.HD をインストール�れた場合は、省電力ユーティリティーのユーティリティーのの
マニュアルに記載の手順で取り外して���い。
省電力�ーティリティーのマニュアルは、DriveNavigator（本製品に保存されている�ーティリティーのマニュアルは、DriveNavigator（本製品に保存されているのマニュアルは、DriveNavigator（本製品に保存されている本製品に保存されている

「DriveNavi.exe」をダブルクリックしたときに表示されるメニュー）から表示できます。省）から表示できます。省
電力�ーティリティーがインストールされている場合に以下の手順を行うと、�ラーメッ�ーティリティーがインストールされている場合に以下の手順を行うと、�ラーメッがインストールされている場合に以下の手順を行うと、�ラーメッ
セージが表示されたり、省電力状態にできないことがあります。

. 省電力ユーティリティー�orHDをインストールしていないときは、��次の手順に�って取ユーティリティー�orHDをインストールしていないときは、��次の手順に�って取.�or.HDをインストールしていないときは、��次の手順に�って取
り外して���い。次の操作を行��に本製品を取り外すと、デー�が破損したり製品が
故障する原因となります。以下の説明では、Windows.Vista の画面を�に使用しています。�に使用しています。使用しています。

. NTFS でフォーマットしたパーティションがある場合、以下の手順では取り外しできな
いことがあります。その場合は、パソコンの電源を OFF にしてから本製品を取り外し
てください。

1 �スクト�イのステー�ス表���に表��れているアイコント�イのステー�ス表���に表��れているアイコンのステー�ス表���に表��れているアイコンアイコン (Windows.
Vista）/）/ （Windows.XP/Server.2003）/. .（Windows.2000）をクリックします。

2 メニューが表��れた�、[USB 大容量記憶装置（デバイス） - ドライ�（（デバイス） - ドライ�（デバイス） - ドライ�（） - ドライ�（.-.ドライ�（X:）
を停止します ] をクリックします。
下線部には、本製品に割り当てられたドライブ名が表示されます。
お使いの OS によって、メッセージが少し異なります。、メッセージが少し異なります。

. TurboUSB を有効にしているときは、メニューに「TurboUSB」と表��れます。

3 [USB 大容量記憶装置デバイスは安全に取り外すことができます。]と表��れ
た�、[OK] をクリックし、本製品を取り外します。

.Windows.XP の場合は、[OK] をクリックする必要はありま��（表示は自動的に
消�ます）。

本製品に割り当てら
れているドライブ名
が表示されます。

�acintosh

1 本製品のアクセスランプが消えていることを確認し、デスクトップにあるハー
ドディスク（本製品）のアイコンをゴミ箱にドラッグアンドドロップします。

. 　�　�. . 本製品に複数のパーティションを作成した場合は、すべてのパーティションのア
イコンを、ゴミ箱にドラッグアンドドロップしてください。

2 本製品を取り外します。
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4 フォーマット
本製品をフォーマット（初期化）する方法を説明しています。

ご注意
●.Mac OS�� 10.3 をお使いの場合は、必�Mac OS 拡張形式で��化してください。Mac.OS.��.10.3 をお使いの場合は、必�Mac.OS 拡張形式で��化してください。

Mac OS Ⅹ 10.3 をお使いの場合は、出荷時状態（FAT32 形式）で使用できません。必ず Mac OS
拡張形式で初期化してください。

●.Windows をお使いの場合は�TFS 形式、Mac OS �� 10.4 以降をお使いの場合はMac OS 拡張をお使いの場合は�TFS 形式、Mac.OS.��.10.4 以降をお使いの場合はMac.OS 拡張
形式でフォーマット（��化）することをお勧めします。。
本製品は、出荷時に FAT32 形式でフォーマットされています。Windows や Mac OS Ⅹ 10.4 以降
をお使いの場合、そのままお使いいただくこともできますが、4GB 以上のファイルを保存できま
せん。Windows と Mac OS Ⅹ 10.4 以降で併用する場合にのみ、FAT32 形式でお使いください。

●.フォーマット中は、絶対にパソコンの電源スイッチをOFF にしたり、リセットしないでくだ
さい。
ディスクが破損するなどの問題が発生します。また、以後の動作についても保証できません。
ご注意ください。

●.フォーマットすると、ハードディスク内にあるデータは失われます。フォーマットする前に、
ハードディスクの使用環境をもう一度よく確認してください。
ハードディスクのフォーマットは、お客様ご自身の責任で行うものです。
誤って大切なデータやプログラムを削除しないように、フォーマットを実行するディスクが何
台目のディスクか、パーティション名は何か必ず確認しておいてください。

フォーマットのしかた
 使用している OS に応じて、次のページを参照してください。

 ・ Windows Vista/XP/2000/Server 2003 ･･･････････【P11】
 ・ Mac OS X 10.3 以降 ･･･････････････････････････【P15】
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Windows.Vista/XP/2000/Server.2003
フォーマットするときは、以下の手順で行ってください。

.・本製品は、�イナミックディスクにアップグ�ードすることはできません。
※ダイナミックディスクについては、Windows のヘ�プを参照してください。

. ・ここでは、NTFS ��でフォーマットする手順を説明します。FAT32 ��でフォーマッここでは、NTFS ��でフォーマットする手順を説明します。FAT32 ��でフォーマッFAT32 ��でフォーマッ��でフォーマッ
トするときは、付属のDiskFormatter でフォーマットして���い。詳しい手順は、
DiskFormatter のマニュアル（PDF ファイル）を参照して���い。。

1 パソコンを�動し、コン�ュー�の�����(Administratorなど �があるユーを�動し、コン�ュー�の�����(Administratorなど �があるユー
ザーでログオンします。

2 ［ス�ート］をクリック→［コン�ュー�（マイコン�ュー�）］を�クリック［コン�ュー�（マイコン�ュー�）］を�クリックコン�ュー�（マイコン�ュー�）］を�クリック］を�クリック
（Windows.2000 の場合は、デスクトップの [マイコン�ュー� ]を�クリック）
し、［��］をクリックします。

以下の画面が表��れた�？

Windows Vista の場合、以下の画面が表示されることがあります。その場合は、［続行］
をクリックしてください。

3

4

. 本製品に�り�て�れたドライ�が「未�り�て」と表��れている場合は、手
順 8へ進んで���い。

［ディスクの��］をクリックします。

本製品に割り当てられているドライブを
確認します。
※ドライブを間違�ると、ハードディスク
内のデータがすべて消�てしまいますの
で、ご注意ください。

［続行］をクリックします。
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5

6

7

8

9

以下の画面が表��れたときは？

未割り当て領域が表示されます。

①.未割り当て領域を右クリックします。

②.［新しいシンプ�ボリ�ーム］
（Windows.XP の場合は［新しいパー
ティション］、Windows.2000 の場合
は［パーティションの作成］）をクリッ
クします。

①.本製品に割り当てられている領域を右
クリックします。

②.[ ボリ�ームの削除 ] をクリックしま
す。

[ はい ] をクリックします。

［次へ］をクリックします。

①.［プライマリ.パーティション］をク
リックして（・）を付けます。

②.［次へ］をクリックします。
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10

11

12

. 本製品にパーティションが 1つも存在しないときは、［クイックフォーマットす
る］にチェックマーク. を付けないで���い。チェックマーク. を付けると、
フォーマットが正常に終了できないことがあります。

13

フォーマットが始まり、進行状況が％表示されます。

. フォーマットを中止する場合は、フォーマット中のパーティションを右クリック
し、表示されたメ��ーの中の［フォーマットの中止］をクリックします。

①.［次のドライブ文字を割り当てる］をク
リックし、ドライブ文字を指定します。
※.特に設定を変更する必要がなければ、�
�設定のままにしてください。

②.［次へ］をクリックします。

①.［このボリ�ーム（パーティション）
を次（以下）の設定でフォーマットす
る］をクリックし、（・）を付けます。

［アロケーション��ットサイズ］は特に問題のない限り、��設定のまま使用します。
必要に応じて［ボリ�ームラベ�］を入力します。

③.各項目を設定したら、［次へ］をクリッ
クします。

②.［�TFS] を選択します。

①.［シンプ�ボリ�ーム.サイズ］（［パー
ティションサイズ］または［使用する
ディスク領域］）でサイズを指定します。
※.サイズを変更する必要がない場合は、�
�設定のまま最大値で確�します。

②.［次へ］をクリックします。

［完了］をクリックします。
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14

「ボリュームは開かれているか、または使用中です。要求を完了できません。」
というメッセージが表��れた場合

パーティションは作成されていますが、フォーマットは完了していません。［OK］をクリッ
クし、作成したパーティションを次の手順でフォーマットしてください。

1 作成したパーティションを右クリックして［フォーマット］を選択します。

2 必要に応じてボリ�ームラベ�やフ�イ�システムを設定し、［OK］をクリックします。
. ［クイックフォーマットする］にチェックマーク. を付けると、クイック
フォーマットを行います。フォーマット時間が短縮�れます。

3 以降は画面のメッセー�に従って操作します。

以上でフォーマットは完了です。

. 本製品を複数の領域に分割して使用するときは、手順 10でサイズを指定し、以下手順
14までを作成する数だけ繰り返します。

フォーマットが正常に終了すると、ボ
リ�ームラベ�とパーティションに加�
て「正常」と表示されます。
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�ac.OS.X.10.3 以降
Mac OS X のディスク�ーティリティーを使って本製品をフォーマットするときの手順を説明します。ーを使って本製品をフォーマットするときの手順を説明します。を使って本製品をフォーマットするときの手順を説明します。

. ・フォーマットすると、ディスク上にあるデー�やパーティションはすべて消去�れま
す。フォーマットするディスクを間違えないように、十分注意して���い。

. ・本製品を複数の��に分けて使用できないことがあります。その場合は、��を分け
�にお使い���い。

. ・詳しい手順は、�ac.OS.のヘルプを参照して���い。

. ・本書では、�ac.OS.Ⅹ.10.4.の画面を�に説明しています。

1 デスクトップの [�acintosh.HD].を��ルクリックします。

2 [.アプリ�ーション ].フォル�ーの中の [ユーティリティ ]フォル�ーを開きます。ーの中の [ユーティリティ ]フォル�ーを開きます。の中の [.ユーティリティ ].フォル�ーを開きます。ーを開きます。を開きます。

3

4
①.フォーマットするディスクを
クリックします。

②.フォーマットするディスクの
情報を確認します。ディスク
の情報は製品によって異なり
ます。

［ディスク�ーティリティ］をダ
ブ�クリックします。
［ディスク�ーティリティ］が起
動します。
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5

ボリューム情報を設定できないときは？（�ac.OS.Ⅹ.10.4 以降のみ）

以下の手順で、パーティション方式を Apple パーティション方式に変更します。

1

　 

2

6

以上で本製品のフォーマットは完了です。ディスク�ーティリティーを�了してください。ーを�了してください。を�了してください。

①.［パーティション］をクリッ
クします。

③.［パーティションを作成］を
クリックします。

②.ボリ�ーム情報を設定します。
フォーマットは通常、[Mac.OS.
拡張 ] を選択してください。

①.［Apple.パーティション方式］
を選択します。

［オプション］をクリックします。

②.［OK］をクリックします。

［パーティション］をクリックします。
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バックアップ
バックアップの�要性
ハードディスクに蓄えられた重要なデータを保護するために、外部のメディアにデータの複製を
作成することを「バックアップ」といいます。大容量ハードディスクには、日々大量のデータが
格納されます。事故や人為的なミスなど不測の事態でデータを失うことは、業務上大きな損失と
なります。
バックアップを行えば、同じデータが複数のメディア（ハードディスクなど）に保存されます。
そのため、万が一、1 つのメディアに保存したデータが破損・消失した場合でも、他のメディア
から破損・消失したデータを復元することができます。

. ハードディスクを使用する場合は、定期的にバックアップを作成して���い。

バックアップ用のメディア
バックアップ用のメディアには次のようなものがあります。

・DVD-R/RW ・DVD+R/RW ・ DVD-RAM  ・ CD-R/RW

・ 光磁気ディスク（MO） ・ 増設ハードディスク ・ �ットワーク（LAN）サーバ 

可能な限り DVD-R など容量の大きいメディアにバックアップすることをおすすめします。

増設ハードディスクにバックアップする場合は、そのハードディスクをバックアップ専用にする
ことをおすすめします。

バックアップデー�の復元（リストア）
バックアップデータを元のハードディスクに復元することをリストアといいます。

リストアコマンド／ツールは、一般的にバックアップコマンド／ツールで指定されたもの以外は
使用できません。マニュアルなどで確認して使用してください。
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メンテナンス
Windows �属のツールを使用したハードディスクのメンテナンスについて説明します。

ハードディスクのエラーチェック（スキャンディスク）
Windows には、ハードディスクの�ラー（異常）をチェックするためのツールが�属しています。
このツールは�ラーを修復することもできます。ハードディスクを安全に使用するために、ハー
ドディスクを定期的にチェックすることをおすすめします。

.・エラーのチェック方法は、Windows のヘ�プやマ��ア�を参照してください。
. ・Macintosh には、ハードディスクのエラーをチェックするためのツー�は付属してい

ま��。ディスクのチェックには、市販の�ーティリティーを使用してください。ーを使用してください。を使用してください。

ハードディスクの最適化（デフラグ）
ハードディスクを長期間使用してファイルの書き込みや削除を繰り返していると、ファイルが分
断されてディスクのあちらこちらに散らばってしまいます。これを断片化（フラグメンテーショ
ン）といいます。断片化されたファイルは、読み書きする際にディスクのあちらこちらにアクセ
スしなくてはいけないため、時間がかかっています。

このように散らばってしまったファイルをきれいに並べなおすことを、最適化（デフラグメンテー
ション）といいます。ハードディスクを最適化すると、ディスクアクセスの��が改善されます。

Windows には、断片化したハードディスクを最適化するためのツールが�属しています。ハー
ドディスクを快適に使用するために、定期的にハードディスクを最適化することをおすすめしま
す。

.・最適化の方法は、Windows のヘ�プやマ��ア�を参照してください。
. ・Macintosh には、ハードディスクを最適化するためのツー�は付属していま��。ディ

スクの最適化には、市販の�ーティリティーを使用してください。ーを使用してください。を使用してください。

特定のソフトウェアが使用できない場合
パソコン標準搭載のハードディスクを対象にしたソフトウェア（※）上で、本製品を使用できな
いことがあります。 
その場合は、パソコンに標準搭載のハードディスクを使用するか、他のソフトウェアを使用して
ください。

※.ソフトウェアの仕様はソフトウェアメーカー（プリインストー�ソフトウェアではパソコンー（プリインストー�ソフトウェアではパソコン（プリインストー�ソフトウェアではパソコンウェアではパソコンではパソコン
メーカーの場合があります）にご確認ください。ーの場合があります）にご確認ください。の場合があります）にご確認ください。
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仕様
※.最新の製品情報や対応機種については、カタログまたはインターネットホームペー�（buffalo.
jp）を参照してください。

インターフェース USB
準拠規格 USB.Specification.Rev2.0
コネクター USB シリーズ Bコネクター
セクター容量 512Bytes
シークタイム 最大 11msec
転送速度 最大 480Mbps（※）
出荷時フォーマット形式 FAT32(1 パーティション )
外形寸法 99(W) × 163(H) × 221(D)mm（突起物含ま�）
消費電力 最大 47W、平均 25W
電源 AC100V、50/60Hz
動作環境 温度 5～ 35℃

湿度 20 ～ 80%( 結露なきこと )
対応機種 USB コネクターを標準搭載する次のパソコン

・DOS/V 機（OADG仕様）
・Apple 製.Macintosh
弊社製 USB ボード ( 別売 ) を搭載した次のパソコン
・DOS/V 機 (OADG仕様 )

対応 OS DOS/V 機 Windows.Vista/XP（Media.Center.Edition を含む）/2000、
Windows.Server.2003

Macintosh Mac.OS.X.10.3 以降

　�※ 本製品を、USB2.0 で規定されている HS モード（最大転送速度 480Mbps）で使用するには、弊社製※.本製品を、USB2.0 で規定されている HS モード（最大転送速度 480Mbps）で使用するには、弊社製
USB2.0 インターフェース（またはUSB2.0 に対応したパソコン本体）が必要です。
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